
C
さ
ん
の
五
〇
歳

か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
と
年
金
制
度
と
の

か
か
わ
り
を
見
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

C
さ
ん
が
四
十
七

歳
の
時
に
配
偶
者
Ｂ

さ
ん
が
先
立
っ
た
た

め
、
遺
族
厚
生
年
金

を
受
給
し
な
が
ら
、

看
護
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。

五
〇
歳
に
な
っ
た

あ
る
日
、
周
囲
か
ら

の
勧
め
も
あ
り
、
再

婚
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

再
婚
相
手
の
D
さ
ん
は
、
C
さ
ん

よ
り
二
歳
年
下
の
医
師
で
、
自
宅

の
隣
で
医
院
を
開
業
し
国
民
年
金

と
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

C
さ
ん
は
D
さ
ん
の
医
院
で
看

護
師
と
し
て
手
伝
う
こ
と
に
な
り
、

五
十
一
歳
で
長
年
勤
務
し
て
い
る

病
院
を
退
職
し
ま
し
た
。

自
営
業
者
の
配
偶
者
に
な
っ
た

C
さ
ん
も
年
金
事
務
所
の
窓
口
で

国
民
年
金
へ
の
切
替
え
手
続
き
を

行
い
ま
し
た
。

切
替
え
の
手
続
き
の
際
に
再
婚

し
た
こ
と
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
遺

族
厚
生
年
金
が
失
権
（
※
注
）
し

た
、
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

六
〇
歳
に
な
っ
た
C
さ
ん
は
、

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
年
齢
に
な

り
ま
し
た
。
C
さ
ん
は
、
給
与
が

あ
れ
ば
年
金
が
も
ら
え
な
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年

金
停
止
の
し
く
み
は
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
だ
け
に
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
、
手
続
き

を
し
ま
し
た
。

六
十
五
歳
に
な
る
少
し
前
に
C

さ
ん
は
、
老
齢
年
金
の
繰
下
げ
制

度
を
知
り
ま
し
た
。

六
十
五
歳
か
ら
は
老
齢
基
礎
年

金
と
老
齢
厚
生
年
金
の
二
種
類
に

な
る
こ
と
や
、
年
金
を
一
年
以
上

受
給
し
な
い
で
お
く
と
利
息
の
よ

う
な
も
の
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
、

長
生
き
す
る
方
に
は
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
こ
と
、
な
ど
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
を
受
け
て
老
齢

基
礎
年
金
だ
け
を
繰
下
げ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
D
さ
ん
の
ラ
イ
フ
・

イ
ベ
ン
ト
に
発
生
し
た
年
金
の
し

く
み
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

（
※
注
）
年
金
を
受
給
す
る
権
利
が
消
滅

す
る
こ
と
。
一
度
失
権
す
る
と
権
利
は
復

活
し
な
い
。

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
日
額
は
、

国
が
発
表
す
る
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
」
を
も
と
に
毎
年
見
直
し
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
二
十
六
年
度
の
平

均
給
与
額
（
毎
月
決
ま
っ
て
支
給

す
る
給
与
の
平
均
額
）
が
平
成
二

十
五
年
度
と
比
べ
て
約
〇
、
〇
七

％
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年
も

八
月
一
日
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
変
更
額
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
一
）
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額

の
引
上
げ

基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
は
、

年
齢
ご
と
に
以
下
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

①

六
〇
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

六
七
〇
九
円

→

六
七
一
四
円

（
＋
五
円
）

②

四
十
五
歳
以
上
六
〇
歳
未
満

七
八
〇
五
円

→

七
八
一
〇
円

（
＋
五
円
）

③

三
〇
歳
以
上
四
十
五
歳
未
満

七
一
〇
〇
円

→

七
一
〇
五
円

（
＋
五
円
）

④

三
〇
歳
未
満

六
三
九
〇
円

→

六
三
九
五
円

（
＋
五
円
）

・
基
本
手
当
日
額
の
最
低
額
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん

一
八
四
〇

円

→
一
八
四
〇
円

（
±
〇
円
）

第72号 藤田社会保険労務士事務所だより 平成27年8月1日

第73号

発行所

藤田社会保険

労務士事務所

京都市伏見区

登
場
人
物
Ｃ
さ
ん

の
そ
の
後

Ｃ
さ
ん
再
婚
へ

昨
年
十
一
月
か
ら
約
一
年
に
わ
た
り
、
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
年
金
（
公
的
年

金
制
度
）
と
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
の
関
係
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

再
婚
を
契
機
に
退
職
へ

六
十
歳
を
迎
え
て

遺族厚生年金が失権
国民年金に加入 （第１号被保険者）
国民年金基金にも同時加入を行なう

５０歳

（Ｄさんと再婚）

５１歳

（勤務先を退職）

６０歳

（老齢年金の受給権発生）

６５歳

（繰下げ制度を利用）

厚生年金保険加入分で計算した年金を受け取り始める

注）Cさんに起こるアクシデントは、架空の出来事です。

六
十
五
歳
か
ら
は
繰
下
げ



職
場
で
の
転
倒
災
害
は
、
休
業

四
日
以
上
の
死
傷
災
害
全
体
の
二

割
以
上
を
占
め
、
そ
の
割
合
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
高
年
齢
者
の
就

業
人
口
が
増
加
し
、
職
場
に
お
け

る
転
倒
災
害
防
止
に
向
け
た
取
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
一
月
よ
り
一
年

間
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
転
倒
災
害
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
」
と
称
し
て
、

転
倒
災
害
防
止
に
向
け
た
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
は
、
職
場
に
お
け
る

転
倒
リ
ス
ク
の
総
点
検
と
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
職
場

の
安
全
意
識
を
高
め
、
安
心
し
て

働
け
る
職
場
環
境
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

転
倒
災
害
に
は
、
大
き
く
分
け

て
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

（
表
1
参
照
）

転
倒
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
災
害

が
多
い
場
所
や
環
境
、
行
動
か
ら

原
因
を
探
り
、
対
策
を
講
じ
ま
す
。

『
職
場
の
危
険
を
洗
い
出
そ
う
！

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
（
表
２
参
照
）

を
活
用
す
る
と
、
改
善
す
る
箇
所

を
一
早
く
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
職
場
の
危
険
マ
ッ

プ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
り
付
け
な

ど
全
員
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
外
国
人
雇
用
状
況
報
告
（
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
で
は
な
い
労
働

者
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
早
々
の
台
風
と
“
猛
暑
”

の
夏
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ

う
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

転
倒
に
よ
る
労
災
事
故
の
増
加

転
倒
災
害
と
は
？

転
倒
災
害
を
防
ぐ
に
は
？

「踏み外し」による

八
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

「つまずき」による「滑り」による転倒災害のタイプ

・大きな荷物を抱え
るなど、足元が見え
ない状態での作業

・床の凹凸や段差
・床に放置された荷
物や商品など

・運ぶ容器を小分け
にするなど足元が見
えるようにする
・階段の昇降はゆっ
くりを心がける

・通路に物を置かな
い、整理・整頓をす
る
・作業通路を定め、
定期的に職場を巡視
する

・床が滑りやすい素
材である、あるいは
凍結している
・床に水や油が飛散
している
・ビニールや紙など、
滑りやすい異物が床
に落ちている

・床の油などは放置
せず取り除く
・滑りにくい靴底の
履物を着用する
・落ちた異物をその
都度拾う。

主な原因

対策（一例）

（表1）

（表2）


